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1. 研究の概要
超ブラウン運動は測度値確率過程の中の典型例で、分枝ブラウン運動

のスケール変換の極限過程として得られる。測度値確率過程論の最近の
主流は相互作用を取り入れた確率モデルの研究に移ってきている。この
ような状況下、２０００年に全く新しい知見がもたらされた。それは従来
のランダム分枝粒子系以外の無限粒子系であっても、適当なスケール変
換の下で超ブラウン運動が出現するということである。また超過程論の
中でも類似のことが見いだされる。それは相互作用をもつＳＤＳＭ（従
属空間運動を伴う超過程で、測度値過程の一種）でも、適当なスケール
変換の下やはり超ブラウン運動が普遍的に出現することが確かめられる
ということである。
しかし、ＳＤＳＭを確率過程として定めるいくつかのパラメータの中

に係数 c(x) というのがあって、同種のＳＤＳＭでもこの c(x) というパ
ラメータを０にすると、もはや同じスケール変換をとっても極限過程に
超ブラウン運動は現れない。その代わりにコアレシングな空間運動を伴
う超過程ＳＣＳＭが出現する。ここで次の疑問が自然と浮かび上がって
くる。

[問題１] 「ＳＤＳＭ以外の他の超過程の中でそのスケール変換極限と
してＳＣＳＭが出現するクラスがあるか？」

[問題２] 「超過程の中でそのスケール変換極限として、超ブラウン運
動やＳＣＳＭ以外の第３の確率過程が出現するクラスがあるか？」

本研究の目的は上記の２つの問題に対する答えを見いだすことである。
後述の論文 [4] が問題１に対する解答であり、[5] が問題２に対する解答
である。問題１に対しては、ＳＤＳＭよりも複雑な構造を有する、移入
の効果を考慮した移入超過程を考察の対象として、スケール変換極限問
題を論じることにより解決した。問題２では、非退化な定移入率をもつ



移入超過程の極限定理を証明することにより、「コアレシングな空間運動
を伴う移入超過程」とも呼ぶべき全く新しい超過程が出現することを導
いた。この結果は単なる極限定理ではなく、そのスケール変換極限問題
自体が新しい超過程の構成方法を提供していることになり、重大な意義
をもつ。
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